
 

 

 

 

 

 

 

○岩瀬支部中体連総合大会～無観客でも選手は頑張りました！～ 

６月１日（火）、２日（水）の２日間、２年ぶりの岩瀬支部中体連総

合大会が開催されました。２日間ともに天気にも恵まれ、久しぶりの大

きな大会で、各会場では熱い戦いが展開されました。 

今回の大会は無観客で行われました。新型コロナウイルス感染症対

策のため、校長をはじめ教職員の入場も制限されました。全校児童生徒、

教職員は学校から、保護者やご家族の皆様は職場やご自宅から応援し

て下さったと思います。野球部もソフトテニス部も本当に粘り強く戦

ったと顧問から報告を受けました。おかげさまで、以下の団体と個人が

入賞し、２つの部、２人の個人が県中大会に駒

を進めることができました。コロナ対応も含め

地域や保護者の皆様のご協力に心より感謝申し

上げます。 

〇 バドミントン 

・ 女子団体 第３位 県中大会へ 

・ 女子個人シングルス 第２位 ７年 ●● ●● 県中大会へ 

・ 男子個人シングルス 第３位 ８年 ●● ●● 

〇 卓  球 

・ 男子団体 第２位 県中大会へ 

・ 男子個人シングルス 第２位 ９年 ●● ●● 県中大会へ  

 

○３年生･５年生がムシテックワールドで科学を体験 

 ６月３日（木）、５年生はムシテックワールド

にバスで出かけました。午前中にサイエンスシ

ョーを見学した後、ジュースが液体から個体に

状態変化する実験を観察しました。学校の理科

室では見ることができない科学の世界を、ワク

ワクしながら体験することができました。 

また、６月４日（金）には３年生がムシテックワールドでの学習と、

稲田地区のきゅうり農家のハウスを訪問させていただきました。ム

シテックワールドでは、ゴムで動くおもちゃをつくるなど様々な体

験をしてきました。きゅうりの学習では、本校の保護者で農業を営ん

でいる方のハウスを訪ね、きゅうりの栽培について学びました。もち

ろん試食したきゅうりのおいしさは格別だったようです。 
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○全国小学生陸上競技交流大会(日清カップ)郡山･岩瀬地区予選会 
６月５日（土）、郡山ヒロセ開成山

陸上競技場で行われました全国小学

生陸上競技交流大会（通称：日清カ

ップ）福島県選考会 郡山・岩瀬地

区予選会に、稲田学園から５・６年

生２６名が参加しました。コンバイ

ンド A（ハードル・走り高跳び）、コ

ンバインド B（ジャベリックボール投げ・走り幅跳び）、１００ｍ走の３つの競技にエントリー

した子どもたちは、それぞれ練習の成果を十分発揮して見事下記の８名の選手が上位１５名ま

でに入り、７月４日（日）福島市・信夫ヶ丘競技場で開催される県大会への出場を決めました。

おめでとうございます！そして県大会でも頑張ってください。 

・ ６年女子１００ｍ  ●● ●● 

・ 男子コンバインドＡ ●● ●● 

・ 男子コンバインドＢ ●● ●●、●● ●● 

・ 女子コンバインドＡ ●● ●●、●● ●● 

・ 女子コンバインドＢ ●●●●●、●● ●● 

【写真】県大会進出は全員６年生。校長室に大会の結果を報告に来ました→ 

 

○第１回稲田学園地域運営協議会＆第１回学校評議員会 

 ５月３１日（月）、第１回稲田学園地域運営協議会及び第１回学校評議

員会を実施いたしました。今年度も区長会長様をはじめ、学校評議員、

ＰＴＡ関係、幼稚園関係、商工会関係など総勢１５名の方々にお世話に

なり、本会を運営していく予定です。各委員の皆様には委嘱状を交付し、

協議の中では、「いなだスタディ」への期待の声や、稲田学園の子どもた

ちのあいさつがすばらしいなどといったご意見をいただきました。 

 

★言葉と生きる(5)  「才能あり」・「才能なし」 
学校で『子ども新聞』を読んでいたら、俳句について学ぶコーナーがあり、次の２つの俳句

が掲載されていました。あなたはどちらがいい俳句だと思いますか？ 

① 潮干狩り ざくざくほっても 出てこない ② ざっくざく ほっても出ない 潮干狩り 

ほんのちょっとの違いですが、①は説明的、②の方が作者の気持ちが伝わる作品という評価

で、芸能人の俳句に優劣をつける番組的に言うと「才能あり！」となるかもしれません。 

技術的な問題はともかく、もし学校だったらどんな評価をするのかを考えてみます。例えば、

①が低学年の子どもの作品だったらどうでしょう。上記の番組では「才能なし」にされるかも

しれませんが、担任教師はきっと大きな丸をつけて、「〇〇さんの気持ちがとっても伝わる俳句

ですね！」とかコメントを書き込み、才能の有無よりも表現しようとする気持ちを評価します。 

学校はもちろん、それぞれの子どもの才能や〇〇向きの性格や力量などについてそれらを伸

ばしていくことも大切にしますが、その前に「本人の意志」を尊重すること、そして「向き・

不向きより前向き」であることを大切にすることが重要だと考えています。 


